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ＴＣＳ企画：桜保存プロジェクト

大成小のシンボルとして

知られる自慢の桜。ですが、

ここ数年手入れをしていま

せん。

そこで、樹木医の橋場さ

んと一緒に桜の手入れをし

てみませんか。

「後世に残そう！大成桜保存プロジェクト」は、

学校運営連絡協議会・大成小ＰＴＡ・学区まなびぃ

講座運営委員会の三団体が協力して行っています。

後世に残そう！
大成の桜よ いつまでも！

◆日 時 平成29年10月15日（日）

１０：００頃から

※ＰＴＡ資源回収終了後に行います。

◆集合場所 大成小学校玄関前

◆内 容 ①桜の手入れ講座

②肥料やり

◆持 ち 物 ・軍手 ・タオル

・桜を愛する心

学習ボランティア

２年生活科「土手町探検」

探検活動を通して、
⾒つけたり調べたり
したことを、表現し
たりすることによっ
て、子どもたちが、
自分たちの住む地域
に愛着をもつことを
ねらいとしています。

普段、仕事で多忙のため、

今回のような⾏事に参加した

のは初めてでした。学校⾏事

で息子や子どもたちと接する

機会もほとんど無かったの

で、父として貴重な時間を過

ごさせていただきました。

楽しそうに活発に⾏動 ⼦どもたちの家と学校

する⼦どもたちの様⼦が での様⼦の違いを⾒てみ

⾒られて新鮮でした。新 たかったので参加しまし

しい発⾒もあり、こちら た。参加していろいろと

も勉強になりました。 知ることができたので良

かったです。

学習ボランティアの皆さんの感想

学習ボランティア「大成学習サポート隊」について

大成コミュニティ・スクール（ＴＣＳ）は、子どもたちを地域の宝や希望として捉え、子ども一人一人

の笑顔が輝くように、小・中９年間の育ちを地域ぐるみで支援することを目的としています。

そこで、学校と地域・家庭がともに⽀え合い、協⼒し合い、⼦どもたちの

確かな学びと豊かな育ちを支援し、大成の子どもたちの「できる喜び」や

「学ぶ楽しさ」を知ってもらうための授業や⾏事をサポートする学習ボラン

ティアを組織したいと思います。

活動内容は、昔あそびなどの学習補助、体験学習・校外活動での安全管理

・引率補助、ミシンなどの作業補助などを予定しています。

今後、学習活動を行う上で、安全性や効果を高める必要がある場合などに、

学校から学習サポート隊の募集を地域住民や保護者の皆様にしますので、その

際、ご協力できる方はお申込みいただくことになります。



10月

日 月 火 水 木 金 土

１ 三中学区 ２ 振替休業 ３ 振替休業 ４ 児童休業日 ５ ２学期始業式 ６ チャレン ７
グリーンカップ 日 日 小教研Ⅰ研修日 三中学区 ジ卍

あいさつ運動 家庭学習強調
登校指導～６日 週間～12日

８ ９ 体育の日 10 11 ４時間授業 12 マラソン 13 14
小教研Ⅱ研修日 記録会

15 資源回収 16 三中学区 17 18 19 20 21
桜保存作業 校長会

22 23 24 25 26 学習発表 27 三中創立 28 学習発表会
会予行 70周年記 学校運営連

念式典 絡協議会

29 大成地区 30 振替休業 31 ※「チャレンジ卍」：６年⽣が弘前市にこだわったクイズに
グラウンド 日 チャレンジします。
ゴルフ大会 ※学校運営連絡協議会：⼤成⼩11:30〜 参観希望者は、事

前に大成小へ連絡をお願いします。

三中学区を一つの地域（学園）と見なし学校・家庭・地域がそれぞれの役割を果たし子どもたちの９年間の育ちを支えていこう！
三中学区共通行動目標 『３つの「あ」 』 ～あいさつ・あきらめない・あたたかい心～

平成29年度 １０月

ＴＣＳカレンダー

弘前市内⼀⻫あいさつ運動 ⼀⼤地区下校指導

７月２３日～２５

日、京都市に教

育自立圏に係る

視察研修に行っ

てきました。

三中学区の取

組に多くの助言

をいただくことが

できました。
京都市⽴嵯峨中学校の前で

⼩・中９年間を通じて、⼦どもたち
に郷土への愛着と誇りを育む郷土学習
です。市内共通して次の内容の学習に
取り組んでいます。

◇小学１・２年「身近な生活」
◇小学３年「りんご」
◇小学４年「ねぷた祭」
◇小学５年「弘前城とさくら」
◇小学６年「弘前の歴史」

４年「ねぷた祭」
弘前ねぷた参加団体

協議会事務局⻑の中川
俊一さんから、ねぷた
の歴史などについて教
えていただきました。

５年「弘前城と桜の魅力を伝えよう」
樹木医の橋場真紀子さんから弘前公

園の魅⼒を教えていただきました。


